
















Changes of Community's Self-Management and Intermediaries















割を考察するものである。はじめに現代の地域住民自治の施策について “ 主体形成 ” に着目して概括し、それが
自治会町内会等の旧来型の地域自治組織とは異なる新しい地域リーダー層の創生、ないしはそれらとの合流を目
指していたことを整理した。次に、地域ニーズの出現背景として家族機能の変化に着目し、地域住民自治に必要











































































































年度には 40 地区、1972 年度には 13 地区、1973 年度
には 30 地区の合計 83 地区 ( 都市的地域 46 地区、農村








































































































































































































































































































































図 3 　横浜市郊外エリアに位置する x 区 y 地域
戸建率 高齢者のみ世帯率 乗合バス利用率
40% 以上 10% 以上 20% 以上
40% 以上 10% 未満 20% 以上
40% 未満 10% 以上 20% 以上

































































との連携　e. 協働の場づくり *　ｆ . 個
別ケースへの関わり　g. 社会資源開発　






















































　2節　横浜における 1970 〜 80 年代の
　　　中間支援組織
　



















































































































































































































































































































































・ これまでの研修の振り返り & 事前アンケートの報告 
　 グループセッション 1: センターナウ
　　　　事前アンケートを各館の席上にフィードバックし、共有
　 グループセッション 2: 何が変わった ?
・ 地区センターごとに B・A( ビフォー・アフター ) マップを作成










































　特に 1960 年代 70 年代に開発された都市郊外の住宅
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